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⾃⽴循環型住宅への省エネルギー効果の推計プログラムについて
・⾃⽴循環型住宅への省エネルギー効果の推計プログラム（以下、
「⾃⽴循環プログラム」といいます。）は、世の中では省エネ効
果が定量化されているものの、建築物省エネ法に基づくプログラ
ム（以下、「省エネ基準プログラム」といいます。）では竣⼯検
査で確認ができない、あるいは基準のスコープ外である等の様々
な理由により、省エネルギー基準では評価していない項⽬を提供
することを⽬的に作られました。

・本資料では、⾃⽴循環プログラムと省エネ基準プログラムが提供
する機能の違いについて説明します。

⾃⽴循環プログラムが
提供する機能

提供する機能の違いのイメージ

省エネ基準プログラムが
提供する機能は、⾃⽴循
環プログラムにおいても
全く同じものが提供され
ています。省エネ基準プログラムが

提供する機能



⾃⽴循環プログラムでは、居住
者の世帯構成や住まい⽅を反映
させた居住⼈数を⼊⼒できます。

（省エネ基準プログラムは、居住⼈数を
⼊⼒することはできません。居住⼈数は
住宅の規模（床⾯積の合計）から１〜４
⼈で想定されます。）

⾃⽴循環プログラムの特徴：居住⼈数を⼊⼒できます

⾃⽴循環プログラムの特徴：コストの試算ができます

⾃⽴循環プログラムは、
年間の電気・ガス・灯油
のエネルギーコストの試
算を可能にしました。

単価×使⽤量＝料⾦
で算出されます。

料⾦単価は変更すること
ができます。



⾃⽴循環プログラムに、
⽴地の違い（外部⾵速・⽴地）と
⾼窓の利⽤の有無が追加されました。

⾃⽴循環プログラムの特徴：
⾃然⾵利⽤の⽴地条件と⾼窓利⽤の有無が追加されました。

⾃⽴循環プログラムの特徴：暖房設備の運転⽅法が
選択できます。

⾃⽴循環プログラムは、
暖房設備の運転⽅式
（連続・間歇）を選択
できるようになりました。



⾃⽴循環プログラムは、
計算結果に、
家電と調理が分かれて
表⽰されるようになりました。

また参考値として、
太陽光発電の総発電量、
未処理負荷（暖房）、
⼆次エネルギー
が表⽰されるようになりました。

⾃⽴循環プログラムの特徴
：計算結果の表⽰を追加変更しました

⾃⽴循環プログラムの特徴：建築主（住まい⼿）の興味を引いていただ
けるようなイラストでの結果表⽰ができます。



⾃⽴循環プログラムの特徴：建築主（住まい⼿）の興味を引いていただ
けるようなイラストでの結果表⽰ができます。


